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１ 研究背景と目的

現状
（貯蔵容量全量）

検討後

2 前年度の実施内容と主な成果 現行の保安距離の算定式を基に50,000m3

LH2貯槽の保安距離の理論値を試算

55.3mから255.9 m
（現行基準では320m）

大気圧沸点近傍(20.5K)から臨界温度近傍(32.5K)まで

実験データの取得
 小規模実験：φ0.5mコンクリート製供試体にLH2を供給
・蒸発速度計測、濃度分布の計測

 大規模実験：3m四方程度の供試体にLH2を供給
・水素-空気可燃性混合気の濃度分布、拡散範囲の計測
・燃焼・爆燃による熱輻射・爆風圧の影響範囲を計測

シミュレーション手法に反映
 FLACSによる解析結果と実験データとの整合確認
 他の解析モデルとのクロスチェックによるバリデーション

技術基準の見直しに係る情報整理・とりまとめ

成果イメージ

実験的に計測

シミュレーションに反映

技術基準の見直しに係る予備検討：
現行基準を踏まえた保安距離の試算

 現行の保安距離算定式を分析し、LH2に適用する場合
に必要な係数値、物性値を確認し保安距離を試算.

50,000m3の保安距離を大気圧の沸点近傍（20.5K）
から臨界温度近傍（32.5K）まで試算したところ、
55.3m(20.5K)から255.9m(32.5K)という結果を得た.これに
ついては実験結果等を踏まえて慎重に閾値を検討する.

（その他、以下を実施）
・実験データ取得に向けた実験設備の製作・調達.
・小規模試験系によるLH2拡散範囲の予備解析.

背景：50,000 m3規模の液化水素貯槽の設置 世界初
 水素の社会実装に向けた大規模水素サプライチェーンの
構築のために大型液化水素貯槽（50,000 m3）が設置予定.

 保安距離や防液堤など、保安基準の整備見直しを要する.

課題：液化水素の大規模漏洩を想定したデータが不足
 これまで液化水素（LH2）のエネルギーとしての大量貯蔵は
想定されておらず、大規模な漏洩等のデータが不足

 水素拡散、燃焼等の影響評価手法が確立されていない.

目的：影響評価手法の確立と保安基準の整備見直し
 LH2の漏洩に伴う災害影響評価シミュレーション手法を開発し
現行の技術基準の整備見直しに資する技術的な情報整理を行う.

LH2

LH2
検討後

保安距離の検討

防液堤の検討

３ 今後の展望
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